
晃

の
市
内
一
間
用
地
区
対
抗
開
駅
伝
と
実

業
包
対
抗
訳
ι悼
の
ス
タ
ー
ト
と
ゴ

ー
ル
、
一
二
月
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
で
す
。
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
来
年
度
か
ら
は
、
競
技
場
を

引
利
用
し
た
サ
ッ
カ
!
教
室
や
ラ
グ

ビ
ー
教
室
、
時
間
上
競
技
教
室
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
三
月
、
第
二
種
公
認
時
間
上
競
技
場
と
し
て
、
総
合
公
開
閉
に
平
塚
競
技
場
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
i

以
来
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
や
東
日
本
笑
業
団
陸
上
選
亨
権
な
ど
ビ
ッ
グ
な
大

会
が
開
聞
か
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
中
学
校
や
高
等
学
校
な
ど
の
競
技
大
会
も
問
問
か
れ
、

大
会
の
な
い
臼
は
、
陸
上
競
技
の
練
習
臼
と
し
て
市
民
に
開
放
当
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
、
健
寮
管
理
の
た
め
に
、
競
技
場
や
そ
の
開
周
辺
で
体
力
づ
く
り
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
競
技
場
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

人口 233，67ヨ人

投手書 75，198t監事葬

(62年 6F11B現在)

平

塚

競

技

場

は

、

大

会

や

競

技

練

習

し

て

い

ま

す

。

現

在

、

平

塚

市

に

ス

ポ

ー

ツ

回

会

な

ど

の

専

用

と

、

練

習

の

た

め

⑧

無

料

抽

購

入

と

は

体

と

し

て

登

録

し

て

あ

る

協

会

の
共
同
町
貸
し
方
在
し
て
い
ま
す
。
一
無
料
繍
人
は
、
申
レ
、
手
。
や
登
は
、
二
十
一
一
一
穏
百
六
百
日
一
一
十
四
間

大
き
な
大
会
な
ど
で
葬
用
す
る
録
は
一
切
必
婆
な
く
、
出
甲
山
北
さ
れ
体
で
、
一
般
社
会
人
が
一
万
五
千

場
合
は
、
前
年
の
十
二
月
ま
で
に
た
時
時
間
な
ら
、
運
動
の
で
き
る
線
百
二
十
五
人
、
少
年
が
六
千
四
百

予
備
申
し
込
み
を
受
け
て
、
年
間
装
と
運
動
靴
で
、
い
つ
で
も
自
由
教
育
委
員
会
体
育
議
で
は
、
平
二
十
人
い
ま
す
。
二
十
一
一
一
万
人
市

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
ま
す
。
に
練
期
間
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
無
料
塚
競
技
場
を
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に
民
か
ら
見
れ
は
、
ま
だ
ス
ポ
ー
ツ

そ
の
外
の
大
会
や
競
技
会
は
、
使
間
開
放
で
す
。
し
よ
う
と
、
体
育
行
事
の
会
場
人
口
は
わ
ず
か
で
す
。
今
か
ら
で

層
部
一
月
の
一
尽
か
ら
七
百
ま
で
一
受
無
料
開
放
の
窓
一
定
時
吋
時
間
は
、
競
を
、
平
塚
競
技
場
へ
移
し
ま
す
。
も
還
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
公

け
付
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
使
技
場
の
ロ
ビ
ー
の
掲
示
板
に
、
十
例
え
ば
、
十
一
月
か
ら
始
ま
る
癒
を
ス
ポ
ー
ツ
の
梅
市
に
、
健
愛

用
す
る
十
日
前
ま
ご
受
け
付
け
臼
分
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
て
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
鐙
燥
な
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

て
、
あ
い
て
い
る
臼
が
共
同
市
の
練
い
た
だ
け
ば
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
一
月
二
一
月
ょ
う
。

百
雷
同
と
な
る
わ
け
で
す
。
四
月
・
五
月
の
こ
か
汚
で
一
千
三

⑧

笠

宮

員

長

百

二

十

人

が

利

用

し

て

い

ま

す

。

馨

噌

冨

器

片

乙

累

h
V
3
u
a氷
詮
品

共

用

は

年

会

員

と

無

料

偲

七

月

の

警

白

昼

間

軒

開

放

は

喜

怒

皇

子

宮

ム

セ

〆

ν答
申
岱
な
窓

dz

人

に

分

け

て

い

ま

す

。

ま

ず

、

競

友

表

の

と

お

り

で

す

。

あ

仲

ゆ

だ

も

詑

録

記

ト

ラ

イ

を

技
場
に
登
録
す
る
と
、
年
度
一
耳
目
制
何
時
上

mw護
憲

に

な

り

、

指

定

さ

れ

た

露

九

平

警

昨

陸

上

競

技

協

会

で

は

、

の

承

重

喜

品

耐

え

て

棄

す

る

)

ス
パ
イ
ク
や
器
具
の
使
婦
が
で
き
無
料
開
放
自
は
、
ロ
ピ
1
で
入
五
百
ル
ッ
ク
ス
の
鮪
羽
に
映
え
る
マ
出
場
制
限
一
人
一
種
目

ま
す
。
年
度
会
員
の
登
録
料
は
年
場
名
簿
に
氏
名
を
記
入
す
れ
ば
す
平
塚
競
技
場
で
「
真
夏
の
夜
の
記
マ
競
技
種
目
(
友
表
)

間
一
一
一
千
円
(
高
校
生
以
下
二
千
ぐ
練
習
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
録
会
」
を
間
開
山
惜
し
ま
す
。
市
内
の
マ
参
加
料
一
般
三
百
円
、
高
校

内
)
で
す
。
場
内
で
の
た
ば
こ
や
飲
食
は
禁
じ
ア
ス
リ
ー
ト
(
競
技
者
)
は
も
と
生
二
百
円
、
中
学
生
百
円

六
月
末
日
現
校
、
年
度
会
員
は
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
呂
よ
り
、
一
般
市
渓
の
方
々
も
お
気
守
申
し
込
み
所
定
の
用
紙
に
必

五
百
九
十
人
登
録
し
て
お
り
、
間
間
約
以
外
の
テ
ニ
ス
や
パ
ド
ミ
ン
ト
軽
に
孝
治
し
て
く
だ
さ
い
。
要
事
項
そ
記
入
の
う
え
、
参
加
料

手

五

月

C
一
か
月
で
一
一
千
人
が
ン
、
パ
レ
キ
守
は
で
き
な
い
の
で

O
第
1
回

7
芸
臼
(
土
)
を
添
え
て
体
育
課
へ
。
第
1
回
7

総
}

O

第
2
回

8
月
初
臼
(
土
)
月
お
自
分
は
7
月
浦
日
(
土
)
ま

惣

マ

競

技

簡

開

始

午

後

6
時

で

に

、

第

2
回
8
月
刊
日
臼
分
は
8

鶴

一

軒

マ

霊

童

市

内

在

の

日

般

月

1
日
(
土
)
か
ら
お
臼
(
土
)

銘
時
男
女
(
大
学
生
喜
)
と
護
士
誌
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

J
酔
号
車
生
(
中
学
生
は
保
護
者
用
紙
は
体
育
諌
に
あ
り
ま
す
。

一

皆

様

岡

敬

銚

跳

跳

m
投

投

銚

跳

i

-

醐

?

凹

熔

幅

縮

幅

∞

丸

丸

幅

縮

川

ベ

リ

お

走

走

定

走

臼

砲

砲

走

定

時

り

容

由

、

紘

m
紘

m、由、

m、
紘

m
紘
問
、

m、

動
ぁ

M
H

叩

高

叩

高

田

∞

∞

高

田

高

弛

仰

概

幽

戸

衿

4

走

8

走

お

8

8

走

四

走

却

日

正

二

二

)

、

、

、

、

、

、

)

、
場
む
沼
山

m

m
投

m
投

m

m
臼

m
跳

m
跳

m

m

恥

か

布

明

記

曲

叩

丸

∞

丸

∞

加

盟

∞

幅

∞

幅

∞

∞

酬

が

の

丹

1

回

路

1

砲

1

1

月

2

走

1

走

1

1

御
一

Z

E

7

8

一

対

一

的

目

指

(

子

子

子

子

(

子

子

子

子

箆

均

競

間

出

男

女

男

女

回

男

女

男

女

i
涛

冷

1

般

般

学

学

2

般

般

学

学

〈

第

一

一

中

中

第

一

一

中

中

」
注
意
ミ
だ
さ
い
。
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九
千
七
百
五
十
万
円
誘
負
先
東
一
費
及
空
白
治
会
館
等
建
設
資
金
百
臨

海
建
設
株
式
会
社
平
努
営
業
所
一
資
に
対
す
る
利
子
補
給
補
助
金
を

・
黒
部
丘
第
一
雨
水
幹
線
築
造
工
一
措
鐙
。
衛
生
費
で
は
、
地
域
医
療

事
そ
の
1

二
億
一
一
一
百
万
円
講
一
管
理
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
工
事
費

索
活
喜
一
一
見
建
設
慈
円
企
業
体
一
と
臣
民
師
会
館
の
翠
事
議
助
金
を

7

a

築
部
忌
第
一
雨
水
幹
線
築
造
工
一
措
醐
障
し
て
い
る
。
一
塞

事
そ
の
2

・
一
億
八
千
一
一
百
万
汚
一
土
木
費
で
は
、
本
年
度
で
量
一
一

議
負
先
東
急
建
設
株
式
会
社
横
浜
一
す
る
予
定
の
豊
田
排
水
路
改
修
工
一
パ

支

癌

一

事

費

と

総

合

公

圏

第

二

期

事

業

用

一

自

己

・
黒
部
丘
第
一
一
雨
水
幹
線
築
造
工
一
地
に
係
る
埋
蔵
文
化
肘
開
発
掘
調
査
一
事

統
語
方
選
挙
後
初
の
富
市
議
会
は
、
六
月
八
日
調
会
さ
れ
六
局
二
十
雪
審
議
を
終
え
一
重
先
松
下
電
機
嚢
株
式
章
一
事
そ
の
3
・
二
億
一
ニ
千
里
万
門
委
託
料
を
、
消
防
費
で
は
、
消
防
一
宙

閉
会
し
た
。
今
議
会
は
、
市
長
の
所
得
表
現
の
あ
と
、
織
亙
予
算
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
一
神
奈
川
情
報
シ
ス
テ
ム
護
張
所
一
重
先
不
動
態
援
護
会
社
横
浜
一
第
二
分
間
官
行
事
改
築
に
係
る
準
一
い

ど
十
議
案
が
援
案
さ
れ
、
す
べ
て
霊
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
終
自
己
人
事
案
牛
一
夫
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
章
一
重
一
億
経
費
を
そ
れ
ぞ
れ
蓄
し
て
い
一
震

』

4
2

一
施
設
建
藷
車
工
事
e

ム
一
億
一
千
一
一
一
習
一
{
物
品
購
入
契
約
の
締
結
}
一
る
。
一
ア

が

提

案

ぢ

れ

、

湯

量

霊

長

木

一

郎

監

査

委

員

が

霊

さ

れ

た

。

一

奇

襲

先

株

式

重

重

工

了

絵

画

(

鳥

海

重

作

品

石

橋

一

を

教

裏

で

民

芸

小

一

船

主
義
選
蚤
警
護
霊
言
て
原
一
雄
氏
(
入
野
一
八
六
番
一
{
工
事
請
負
契
約
の
締
結
〕
一
務
局
一
の
あ
る
風
景
)
一
点
:
ム
一
千
一
一
一
一
由
一
学
校
移
転
建
議
に
係
る
排
水
路
等
一

轟

轟

警

護

霊

議

ダ

段

一

地

の

一

ニ

)

一

ヱ

霊

室

契

約

の

主

議

絡

が

了

義

務

市

下

水

務

新

設

工

事

i
一

五

十

斉

一

の

霊

祭

賞

童

小

学

校

給

奇

襲

轟

轟

襲

警

参

綴

一

@

網

野

李

氏

(

夕

陽

ケ

丘

幻

番

一

九

千

万

凶

を

替

え

る

た

め

、

条

例

一

一

食

調

理

場

と

仮

称

第

四

金

旭

中

学

一

ぎ

轟

轟

顎

棚

一

言

)

一

の

定

め

る

と

主

に

よ

り

豆

半

骨

機

予

算

じ

興

特

?

一

校

箆

皇

室

長

喜

一

割

譲
轟
轟
覆

2
一

会

事
4

昭

氏

(

篤

入

本

町

議

一

蓄

え

一

i

一
設
計
費
、
警
に
大
住
中
学
校
夜
一
・

idp
三

重

量

撃

事

ミ

ミ

一

設

立

で

主

宜

主

義

豪

華

藤

昭

和

六

十

二

年

度

当

初

予

算

に

一

言

語

正

章

、

感

億

六

千

一

襲

震

霊

鑓

工

事

な

ど

を

一

{
妨
害
警
に
つ
い
て
}
一
永
島
委
主
震
一
一
一
八
八
一
議
工
事
=
一
億
九
百
万
円
笠
お
い
て
は
、
統
一
地
方
選
挙
毒
一
二
百
万
宅
霊
予
算
額
基
一
計
上
し
て
い
る
。
一
日
(
さ
ま
で
の
八
品
、
喜
一
重
【
高
校
生
、
安
部
恵
美
(
大
磁
一
る
。
取
り
付
け
書
道
雲
際

会
轟
氏
(
一
袖
ケ
浜
認
霊
号
)
一
章
一
義
雲
京
社
華
社
一
害
、
喜
格
差
襲
警
な
一
百
七
十
七
億
六
千
一
一
警
官
な
一
室
長
震
対
す
る
防
護
一
人
民
北
(
蓄
を
詰
問
す
る
こ
と
に
一
高
校
皇
、
平
野
良
二
大
量
一
望
す
る
が
、
警
が
な
い
君

事
委
員
選
穫
に
つ
い
て
〕
一
言
葉
警
一
部
主
主
一
岳
民
セ
ン
タ
ー
舞
台
前
期
間
選
議
一
っ
て
い
る
。
品
皇
室
の
一
っ
た
一
題
点
裏
金
と
繰
入
金
等
の
特
一
な
っ
た
o

-

行
員
京
で
の
表
敬
一
校
卒
)
、
荷
方
ゆ
か
り
(
平
塚
幾
一
箸
霊
議
室
長
島
け

香
水
一
郎
氏
(
夕
鶴
ケ
丘
喜
一
個
人
の
市
民
税
及
び
襲
撃
一
改
修
工
事
・
一
壁
一
三
百
五
十
一
補
正
予
算
は
一
部
分
寄
付
沼
予
一
民
生
章
、
ひ
ら
つ
か
天
城
山
一
芸
擦
の
ほ
か
、
繰
越
金
で
量
一
訪
問
ゃ
、
警
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
一
挙
高
校

3
5

一
を
お
願
い
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
長

円
以
芝
、
一
税
の
納
期
耐
震
詳
報
奨
金
の
同
月
数
一
万
円
誘
負
先
丸
一
品
種
気
株
式
会
一
算
と
な
っ
た
。
一
荘
の
露
天
風
呂
整
備
等
の
準
備
経
一
し
て
い
る
。
一
イ
な
ど
、
青
少
年
の
交
液
と
友
好
一

l
i
l
i
l
i
-
-
-
一
力
を
。

{

人

襲

撃

票

差

一

計

算

の

一

本

化

を

す

る

た

め

の

敬

一

社

一

i

l

l

l

i

i

l

i

l

-

-

l

i

l

i

-

-

l

一

を

深

め

、

そ

の

聖

書

室

少

一

一

星

雲

示

霊

平

三

金

会
津
キ
ヨ
氏
(
大
型
一
七
五
二
音
、
特
別
土
地
保
有
税
に
係
る
で
重
セ
ン
タ
ー
舞
台
暮
設
備
一

a

-

s

'

i

j

b

一
年
活
動
の
室
長
そ
る
こ
と
一

g
月

か

ら

南

原

一

自

主

富

川

に

は

さ

ま

れ

た

南

章

一

重

警

の

著

作

付

っ

た

。

一

改

修

工

事

八

千

一

…

百

四

十

万

円

一

昌

官

会

轄

肇

韓

議

霊

長

一

に

し

て

い

る

。

一

地

区

住

居

表

示

一

原

地

域

)

一

軍

事

み

れ

J
Zゐ
鍔

詐

建

設

露

露

間

一

護

主

兵

器

一

章

一

は

次

の

と

お

り

(

敬

称

略

二

一

問

い

合

わ

せ

は

、

益

課

喜

一

一

飯

沼

学

史

(

大

伎

中

3
年
)
、
神
一
告
別
に
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
一
一
地
整
矯
係
(
内
線
四
一
一
一
(
〉
)
へ
。

一
市
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
出
国
語
一
て
、
建
設
資
金
の
融
資
者
受
け
ら
一
央
農
業
協
同
級
合
総
務
部
組
合
員
…
山
尚
子
(
神
田
中
2
年
て
都
築
美
一
り
、
八
月
一
日
か
ら
高
原
地
区
に
一

I
l
-
-
l
i
l
i
-
-

一
会
稼
建
設
資
金
お
よ
び
利
子
補
給
一
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
市
一
謀
議
諮
問
…
l
一
一
五
五
)
へ
。
一
保
(
山
峡
一
中
3
年
)
、
宗
像
桃
子
(
大
一
つ
い
て
、
新
住
居
表
示
が
実
施
さ
一

撃
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
だ
一
が
融
資
金
の
撃
を
一
補
給
す
る
と
一

l

i

一

言
2
年

)

、

松

左

手

喜

一

れ

る

。

一

書

室

撃

…

一

内

に

今

ま

で

自

治

会

言

治

会

館

を

一

と

に

な

っ

た

。

一

一

3
吾

、

斎

藤

蓄

を

警

3
一

ζ
の
住
居
害
毒
地
区
の
家
一
昭
和
六
士
一
年
度
海
正
重
税

建
設
す
る
と
き
に
は
、
事
霊
一
詳
し
く
は
、
地
域
づ
く
り
警
一
青
少
年
海
外
派
一
年
)
、
中
丸
明
子
(
春
日
野
中
3
一
興
事
務
所
長
七
月
中
旬
ま
一
第
一
一
黙
の
撃
は
、
七
月
一
一
一
十
一

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
た
が
、
一
民
生
活
係
(
内
線
二
割
問
)
へ
。
一
遺
窓
口
気
決
ま
る
一
年
)
、
小
喜
美
(
大
喜
校
2
一
で
に
聖
霊
示
の
通
知
書
問
、
案
一
臼
(
余
)
と
な
っ
て
い
る
。
主

新

た

に

金

剛

融

機

関

の

協

力

を

得

一

年

て

大

方

江

利

子

(

平

塚

商

業

高

一

内

同

凶

等

を

お

厨

司

り

す

る

。

一

く

の

金

融

機

関

に

印

刷

入

を

ο

市
が
募
集
し
て
い
た
青
少
年
潟
一
校
2
年
)
、
補
地
睦
美
(
五
領
ケ
台
一
ま
た
、
実
施
区
域
内
の
各
街
区
一
紳
税
に
つ
い
て
の
格
談
は
、
収

外
派
議
開
員
が
こ
の
穣
決
ま
り
、
一
一
一
高
校
内
生
、
久
保
寺
史
子
(
秦
野
一
の
画
一
に
新
町
名
と
街
区
符
号
室
衣
一
納
~
章
一
禁
(
内
線
二
七
七
)
へ
ロ

八
月
十
五
位
(
土
)
か
ら
二
十
一
一
一
高
校
2
年
)
、
奥
脇
涼
樹
(
平
塚
広
一
し
た
街
区
表
示
板
を
取
り
付
け
一

響

久

ベ

く

カ

を

え

て

を

所

T

影

津

辻

に

努

況

例

し

本

業

の

・

に

擦

の

状

(

約

慌

湖

年

少

替

の

ホ

節

て

。

塚

天

模

平

最

最

水

の

、

し

い

平

ー
明
、
。
を
も
渇
急
は
増
た
時
間
ぺ

引
る
は
る
惑
ら
も
不
)
も
き
選
…

バ
あ
量
い
法
か
ん
用
ど
に
だ
木
汁

ノ

で

水

て

ご

れ

さ

京

な

来

た

庁
V

M
メ
貯
つ
の
こ
皆
、
車
従
い
業
ド

何
カ
の
な
ん
、
、
き
洗
て
て
金
一

主
水
制
聞
く
さ
め
が
だ
や
し
し
県

こ

の

沢

な

皆

た

く

た

水

そ

用

と

民

丹

少

、

る

い

い

き

。

使

の

県

・

変

は

め

て

解

ま

い

に

こ

、

湖

大

県

と

し

理

、

し

切

け

で

井

て

い

を

ご

ば

ほ

大

ρ
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平
塚
市
農
業
経
営
士
会
で
は
、
一
人
(
抽
選
)

一
農
業
へ
の
緩
解
を
深
め
て
も
ら
う
一
一
〉
体
験
内
容
施
設
野
菜
。
花
き

震
特
有
の
開
放
穏
や
暑
さ
交
通
事
故
防
止
重
富
議
さ
れ
で
は
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
章
一
と
と
も
に
、
土
と
動
襲
に
も
毅
一
霊
長
路
震
農
家

か
ら
く
る
疲
労
、
レ
ジ
ャ

i
交
通
る
。
放
妨
止
、
過
労
連
転
・
無
謀
遼
転
一
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
今
年
も
農
一
円
〉
費
孫
一
千
円
(
傷
害
保
険
料
)

の
増
加
な
ど
か
ら
交
通
纂
放
が
多
市
内
で
は
、
一
月
か
ら
七
月
六
の
追
放
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
一
家
へ
の
体
験
学
習
の
希
望
者
を
募
一
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

発
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
巳
(
月
)
ま
で
に
三
百
八
十
七
件
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
懲
底
を
一
集
す
る
。
だ
た
し
、
昨
年
参
加
さ
一
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学
校
名
、

七
月
二
十
一
日
(
火
)
か
ら
一
二
十
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
死
者
十
呼
び
掛
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
一
れ
た
カ
は
、
ご
遠
肩
を
。
一
学
年
、
保
護
老
、
希
望
体
験
内

包
(
さ
ま
で
の
十
日
間
か
交
通
二
人
、
議
軽
府
警
四
百
組
十
二
人
皆
さ
ん
も
突
通
事
故
の
加
害
者
一
マ
期
間

8
月
3
日

(
8
1
5
一
容
を
記
入
し
、

7
月
口
白
(
当
日

ル
ー
ル
を
守
り
事
泉
市
し
く
安
全
を
出
し
て
い
る
。
や
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
十
一
白
(
水
)
一
消
印
有
効
)
ま
で
に
、
干
似
平
塚

に
。
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
亙
の
平
塚
市
交
連
立
全
対
策
協
議
会
分
譲
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
マ
対
象
小
学
5
・
6
年
生

ω
一
市
八
重
咲
町
3

8

平
塚
市
中

磁器寺号議長量の募集(大学生)
。業務内容計量器定期検査の事前議査

。潟潤 8 月 lOEl~8 月 21 日

(ニ土、 日間そく)

く〉援金日額4，500門

。応募方法特望者は、市販の経蔵書に

必要事項を記入し、市戦員課に持重きする。

務
部
氏
相
談
窓
お
;
一
一
一
市
内
線
二
九
一
一
一

O
人
権
法
樟
椙
議
「
7
月
白
日
(
火
)
、

8
丹
4
E
(
火
)

。
行
敢
苦
情
措
認
r

日時
1
時
時

。
一
般
法
捧
相
談

7
月
間
日
(
木
)
、

7
月
四
日
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
M
時

。
登
記
、
世
説
、
灘
壁
掛
談

8
月
日
日
(
金
)
、
日
時
3
国
時

。
住
宅
相
談

7
月
自
由
(
大
)
、
日
時
ら
四
時

。
一
離
帯
{
既
報
該
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

。
講
輯
生
活
掴
診

7
月
口
自
(
金
)
、
羽
田
(
金
)
、
8
月
7
日(金)、

見時
5
日
時

。
定
綿
布
金
品
相
談

8
月
日
日
(
木
)
、
却
時
5
日
時

。
発
明
帯
葉
特
許
相
談

8
丹
3
日
(
月
)
、
却
時
1
日
時

。
下
覇
軍
引
相
設

7
月
日
即
日
(
木
)
、
日
時
却
分
1
日時

務
少
年
綴
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
i
二
階
)
日制

i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
3
M時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
楢
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
4

お
;
七
八
一
一
一
。

符
j
t
J

土
曜
臼
9
時
i
四
時
泊
分

知

加

校

舎

銭

的

ω;一一一一一一一一一一一

〈Y
心
配

d
E相
談
革
連
月
曜
日
、
見
時
1
日時

八
〉
母
手
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日時

。
車
箆
克
麓
相
銭
盤
調
四
月
tl金
噴
目
、

9
時
1
M時

。
高
齢
者
級
車
相
談
毎
若
宮
山
1
金
曜
日
、

9
時
四
分
1
四
時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
婦
人
轄
談
嬉
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
1
日
時
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収入済綴支出済綴

495j輩8，57575河 482綴7，821方向

544f輩2，689万円 5431謹6，053万 F弓

309自主9.107万円 301僚 1，035万円

56!意7.559万円 63住吉3，791万円

3(在9，140万円 2億5，897万円

40稽万円 54億3，625万円

l{意3，248乃一円 藍 954万円

7.095万円 9，030万円

6，937万円 6，865万円

2，831万円 2，552万円

65億 6.417万円 65億6，417万円

54億 1，740万円 53億5，887万円

50j，輩1，344方向 50鐙1，682万向

上09例意2，608万向上0761藍5，556方向

予算務審翼

5861意L745万汚

586穣3，990方向

30S世主3，002万円

73{j章9，932):1ド]

3控室7，958万円

701;守8，957万円

民意2.537万円

引意6.512万同

6.936万内

2，831万戸j

69:意6，417万円

S8{J曹3，908h円

童6，500万F弓

1.2251意2，235万月

会計

般会

特定司会

競輪事業

国民健康保Z食事業

都改造事業

下水道事業

農業共済事業

常肉センター

交i車災害共務事業

水産物地方卸売市場事業

総合公園用地取得事業

老人保険主主療事業

持続事業会計

合

初

計

計

昭
和
六
十
一
年
設
の
郊
の
お
双

滋
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
山
由
胃
お
ん
か
ら
締
め
て
い
た
だ

い
た
級
金
者
特
効
炉
格
務
問
問
す
る
た

め
、
一
机
略
家
縫
ぷ
問
問
じ
い
女

Jq

い
ろ
い
科
と
や
り
く
り
を
し
て
い

る
ロ
そ
こ
で
、
制
概
念
が
ど
の
よ
う

に
緩
め
れ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
年
二
郎
広
報
紙
で

「
市
の
財
政
状
況
必
公
表
…
品
執
行

っ
て
い
る
c

今
慾
娘
、
務
純
一
六
十

一
年
寂
約
一
般
会
計
誉
市
ιむ
に
燃

絞
状
一
れ
を
お
知
ら
せ
す
る
事
務
し

い
こ
と
は
、
総
務
調
即
時
期
絞
殺
(
内

へ
お
た
ず
ね
授
与

3億 1563万円

lOS鳶6990万円

22官室5008:万円

億 422万円

3億6620万円

70憶89577'7円

5憶 6630万円

26[意6492万円

5000J王円

7億 2729万円

6[意1275万円

1St意1493万円

8億 2773万円

73憶 9932万一内

58{i藍3909万円

6億 5227万円

昭和年度の主主な察幾

主主i器環境づくり
虹ケ浜fモ宅建設事業

総合公園 2期用地漢収費

隆と競技場繋備事業 (60へ 61足度継続)

生活道路整構事繋

都市下水路整情事業(豊呂、窓際、歳男堂等)

公共下水道整備事業

排水路整備事業

ごみ焼却処理施設整備事業 (60~62年度継続)

綴祇役会務主義づくり

重量入 霊童向

市 税

詩収入

市 告華

麗療支出金

繰越金

県支出金

財産技 λ

使用料及び手数料

自動車取得税交付禽

合設金及び負懇金

地方議与税

そ申他

7，649，024乎

女王子河

現段君90手持

追認芯謀議 忍721畠号河湾

261<主593子持

2.5C問。OOTiロヨ
t骨47，00母子f号

80主義32習不汚

1351. 962千円

856.070子同

431023千円

44Q919千舟

銭円

愛

書署

警警

餐誌を岳部制

費

護

金

;語、‘:ィ
害警

饗

費

官由

歳出

土木

民 主主

教膏

衛生

総務

公債

言者支出

消防

商工

農林水産

予犠

議会

そむ

ll 

社会福祉基金拠出金

傷害者(児)扶助望者

老人度係扶助費

生活保護扶助費

児童ち烹扶助費

国民点留をf尿検事業

老人告b演医標事業
消防庁舎増築事業(60~62年度継続)

数湾文化綴草案づくり

2穏 1549万円

l穏 5635万円

4[宮3900万円

霊6483万円

3億 1159万円

10ilま6758万円

1偲 3626万円

1簿 1534万円

3480万円

減量1497万円

9988万円

6210万円

4億 80万円

l怨 9050万円

章9642万円

大野小学校麗円運動場新改築事業

崇蕃小学校校舎改惇事業

太洋中学校校舎新改築事業

主富士見公民館新改築事業

話量議経済環境づくり

農道及び消排水路改棲事業

ショッピンクモ… jレ整備事業(摺南スタ モール等)

主主体営土地改良総合整構事業

小幾模土地改良事業

七夕まつり開樺委託料

中小企業金融対策事業

務事姦幾づくり

下花水橋架替善事業

平塚海岸秦野鰻立体交差望華僑事業

式句丸島線整備事業

八幡神社二土屋綿整備事業

平塚山下線整備事業

議主義ブくりの援護主

1人当たりぬ禽擦鱗

a 市民投〈法人も含む 64，301P3

~ u盟主E資産税(交、納付金を除く〉
50.065汚

物軽自動車税 461円

e 市たばこ消費税 4，939円

ー議気税 4，644F弓

・ガス税 66Pヲ

・特別土域保有税 27SPj 

園都市音十爾税 '7，6921弓

昭和62年 3月末環在の人口230.735人で算出

[i'有意賓1

E市税3
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税税叩 I;J: ":f: 
繁ハハ雪十乙気動機
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人人醐事警 容

税~ ~税貌貌毅貌貌 ひらつか天城山荘整備事業

可 γ

宮発滋(;J<く)午後 2器幸男号室葉

市震センタ…ホーん

く〉出演 『いんぐり もんぐり」 τBSテレピ「モ

モコクラフ」日本放送「オーノレナイトニッポンJ

に出主義中。

※入場撃理券は、市内各中学校にある。

ただし、満員の節は入場をお断りする場合がある

主擢 平塚市ゅ中学生ブェステノハJレ実行委員会

お気殺にお出かけを

く)7月22沼{水)

・午後 7 時~9時 金田公民主宮

く)7月2告白{水)
・午後2時;---4時 中央農協岡崎支所

く)8JHHヨ(火}
・午前日時-12時城島公民館

・午後 2 時~4 時 大島営重量センター

額三当 金由主部広報課広穂係
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夏休み期間中の特別企画として、ファミリー施設見学会を関

心参加無料

関脅整局 ①8J守25臼{火)1②器用27お{氷)
。コース議会一遠藤原殺溌棄物最終処分場びわ憐少年

の家(援金)一博物館総合公鱗(平環球場、平壌競技場)

ο集会 8時50分市役所解散|午後4時ごろ
。華参加費描市内在住の親子、家族。(子供は小学生〉

。応募方法往復はが曹に希望日、参加者全員の住所、氏名、年齢(子供

は学年も)、電話番号を記入して、 7月25臼(土〉までに中し込みを。

。毒参加者の決定 各先着50人

。申し込み先平254平嘩市浅間町9-1 平塚市広報課広報係

と き 7月25日(土)
雨天順延 ljJ26H 

とごろ 相模}11i'可口

t!ち iけ開始午持 7時30汁から

、子家r'r-j軍ちI~，
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一
一
…
十
七
沼

g
の
七
夕
ま
つ
り
も

無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
海
道
本
通
り
が
シ

ヨ
ツ
ピ
ル
グ
モ
ー
ル
化
さ
れ
、
商

市
出
街
も
き
れ
い
に
な
っ
て
、
七
夕

ま
つ
り
一
を
い
っ
モ
う
美
し
く
し
、

訪
れ
た
人
々
を
メ
ル
ヘ
ン
の
投
界

に
誘
い
込
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
場
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
大

勢
の
観
光
客
で
、
迷
子
が
た
く
さ

ん
で
る
ほ
ど
の
混
雑
で
し
た
。

薮
翠
な
竹
輪
開
り
を
見
た
人
か
ら

は
、
「
す
ご
い
ね
」
「
き
れ
い
だ

ね
」
と
い
う
属
議
袋
戸
が
あ
ち
こ

ち
で
一
四
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
小
学
校

音
楽
獄
、
七
夕
お
ど
り
パ
レ
ー
ド

な
ど
が
行
わ
れ
、
白
玉
の
ミ
ス
七

夕
パ
レ
ー
ド
皇
霊
に
や
品
位
白
バ

イ
隊
の
ホ
ワ
イ
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

が
初
受
諾
捕
し
て
、
パ
レ
ー
ド
に
撃

を
添
え
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
も
コ
ン
ト
、
ヱ
ア
ロ
ピ
ッ
ク

ス
、
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

行
わ
れ
見
物
人
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
今
年
同
陣
、
七
白
の
夜
が
糟
れ
ま

し
た
。
き
っ
と
牽
牛
と
織
次
は
、

年
に
一
度
の
百
円
会
が
で
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

中
学
生
男
F
の
郎
、
友
子
の
部

m
M自
由
事
支
平
泳
、
背
泳

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
郎
れ
自
由
盤
、
平
泳
一
平
塚
な
ぎ
な
た
協
会
で
は
、
小

こ
の
第
3
号
被
保
検
者
と
し
て
一
一
〉
面
体
穆
同
小
学
生
問
れ
リ
レ
一
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
な
ぎ
な

一
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
に
は
、
保
険
一

I
、
閉
山
体
対
抗
リ
レ
l

一
た
教
笠
を
開
く
。

一
年
金
課
に
聞
届
け
て
確
認
を
受
け
な
一
申
し
込
み
は
、

7
月
刀
白
一
マ
臼
時

8
汚
6
臼
(
木
)
、
口

一
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
手
続
き
一
(
さ
ま
で
に
見
度
目
体
育
館
内
一
目
玉
、
初
日
(
木
)

人
一
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年
金
授
受
け
一
体
重
開
(
婁
誌
上
一
一

O
六
(
)
)
一
e

時
前
向
午
前
一
山
政
〉
立
時

人

一

ら

れ

な

く

な

る

場

合

が

あ

る

の

一

へ

。

一

円

V

会
場
見
総
合
武
道
場

、

一

で

、

忘

れ

ず

に

手

続

ぎ

を

。

一

一

一

〉

会

費

無

料

uv

一
ま
た
、
妻
が
被
扶
養
配
偶
者
で
一
部
尽
に
水
泳
競
一
申
し
込
み
は
、

7
月
幻
自

僻
一
な
く
な
っ
た
と
き
ゃ
、
離
婚
し
た
一
技
大
会
を
痛
く
て
金
)
ま
で
に
体
育
課
(
霊
況

に

一

と

き

、

記

偶

者

が

退

職

し

淳

生

年

一

一

i
一一一

O
六
O
)
へ。

づ
一
金
な
ど
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
一
第
十
八
回
平
一
室
主
義
水
泳
競
一

v

チ
一
と
き
も
手
続
き
が
必
姿
と
な
る
。
…
技
大
会
が
開
か
れ
る
。
一
あ
る
く
会

7
月

ス
一
詳
し
く
は
、
保
険
託
金
課
年
金
一

7

品
7
2
5
(日
)

午

前

一

婦

会

を

開

く

特
一
係
(
内
線
一
一
五
二
へ
。
一

9
待

t

一

ノ

一
ヤ
ム
豪
相
模
小
学
校
ア
ー
ル
一
平
様
あ
る
く
ム
ー
で
は
、
震
に

富
良
年
金
の
保
一
マ
競
技
種
呂
自
由
形
十
土
吹
か
れ
な
が
ら
原
生
林
事
く
。

険

料

忘

れ

ず

に

一

ぎ

a

バ
タ
フ
ラ
イ
9

背
泳
ぎ
(
年
一
言
時

7
月
習
(
臼
)
開
票

一
齢
別
)
偶
人
メ
ド
レ
ー
、
メ
ド
レ
一
確
率
お
軒
以
上
の
場
合
は
お
日

係
後
料
の
絡
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
…

1
リ
レ
1
、
リ
レ
l

一
(
日
)
以
後
中
止

万
一
の
事
故
の
と
き
に
燈
害
基
礎
一
V
申
込
議
問
問

7
月
幻
自
(
金
)
プ
集
合
平
塚
駅
改
札
午
前
8
時

年
実
豪
華
年
金
、
毒
薬
一
詳
し
く
は
、
書
課
(
篭
一
話
竺

3
1ス

礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
く
な
一
一
一
一
O
六
O
)
へ。

る
受
口
が
あ
る
。
押
部
検
制
什
は
納
め
一

忘
れ
の
な
い
よ
う
、
ご
婆
零
。
一

ま
た
、
抽
納
入
通
知
書
を
な
く
し
一

た
方
は
、
保
験
年
金
潮
時
年
金
係
一

(
内
線
二
五
一
)
へ
。

密擦を滋ヵ、になった七夕まつり

と
泳
カ
の
一
向
上
を
は
か
る
た
め
、

小
学
校
の
プ
ー
ル
を
開
放
す
る
。

マ
開
放
校
棺
模
小
。
宮
沢
小
を
…
で
は
、

誉

会

小

学

校

一

言

語

翁

講

習

会

議

く

。

湖
南
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
一
マ
間
開
放
綴
樹

7
月
幻
自
か
ら
8
一
マ
白
符

7
汚
泥
臼
(
土
)
』

は
、
小
・
中
学
生
の
血
液
型
判
定
一
月
浜
田
ま
で
の
お
臼
問
問
(
期
間
は
一

1
時
1
4持

(
父
員
伎
を
無
料
で
行
う
。
一
各
間
開
放
校
に
よ
り
晶
君
主
一
マ
会
場
克
容
武
道
場

マ
期
間
同

7
同
月
幻
自
1
8
R幻
自
一
マ
間
開
放
同
吋
時
間
午
前
の
部

9
時
一
守
強
毘
音
頭
で
A
品開閉り、一

平
日
は
言

9
?切
符
俗
午
後
一

1
話

器

、

午

後

最

1
持
一
一
世
謬
目
頭
ほ
か

ー同吋
1
4時
日
刊
分
、
土
曜
臼
は
午
一

前
自
時
吋
id日
以
降
お
分
(
日
曜
日
は
一

休
み
)

マ
会
場
湖
南
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
(
議
諮
問
出
六
六
一
一
)

ま
た
豪
閣
制
は
、
血
液
が
不
足
す

O.!%~録台然資童書〈電話31-3057)
・鞠麓撞瀦家主求、パドミントンスケット、

軟3ポ躍球 (~16時)、ハレー (16時-)

~ 7.F320務(丹)午撞 1時~午稜8碍
， 8考10呂(丹 11

会 8月24笥{舟 11

毒暑さFこかさ誓本を重量ベ晶子様たち

寝食所得税務 l護費分の数薬草

7月ヨ(重量)，まで……

納税は吋務金口座振替でotlJ)，自ご
希望の方は、事務署または金融

機関へ申し込みを

平塚税務署子電話22~1400

議室妻子議事務花巻蕊つり参務者多重量

とき 宮湾(二七)~古河 7 ヨ(月)

く〉コース 平塚一花巻(花巻まつり見学)

大沢温泉(泊) 市内見学わんこそば大

会一花巻温泉(拍) 平埋

。事参加者 38.000内

。事事重軽入車亀 40人

く〉申し込み地域づくり線市民生活部(内線244)



野
)
、
福
井
景
子
(
松
が
丘
)
一
良
隆
氏

{
小
学
校
4
年

の

部

}

一

マ

受

講

料

五

千

円

マ
特
選
保
木
本
理
沙
(
な
で
し
一

O
申
し
込
み
方
法
(
釜
石
原
)

こ

)

一

は

が

き

に

希

望

コ

ー

ス

名

、

住

マ
入
選
牧
野
仁
美
(
花
水
)
、
和
一
所
、
氏
名
、
年
齢
、
警
市
、
霊
前

田
賞
為
(
会
前
回
)
、
後
藤
邦
彦
(
な
一
番
号
を
一
記
入
し
、
一

Tm平
塚
市
見

で
し
こ
)
、
問
中
美
由
紀
(
松
狂
)
、
一
附
町
民
i
1
平
塚
市
由
民
セ
ン
タ

山
口
進
(
富
士
見
)
一
!
内
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー

こ

)

{

小

学

校

5
年
の
部
〕
一
教
室
(
霞
諮
問
副
主
主
主
)
へ
。

マ
入
選
牧
野
佑
香
(
花
水
)
、
補
一
一
v
入
選
市
川
勝
美
(
な
で
し
こ
こ
@
締
め
切
り

8
月
5
5
(水
)

一
一
原
喜
子
(
崇
善
)
、
林
友
用
車
窓
(
富
一
森
沙
弥
巻
(
八
橋
)
、
新
居
健
一
部
一

一
士
見
)
、
鈴
木
麻
衣
子
(
八
幡
)
、
小
一
(
神
出
)
、
亀
井
典
子
(
中
原
)
、
右

軒
一
川
さ
や
か
(
八
矯
)
、
細
木
尚
子
(
八
一
回
友
美
(
八
燭
て
大
賛
同
誌
子
(
大

一

刀

一

橋

)

一

野

)

桝
一
{
小
学
校
3
年

の

部

〕

一

{

小

学

校

6
年
の
部
}

賀
川
W

一
マ
特
選
内
田
幸
治
(
或
土
)
一
門
V

入
選
吉
柳
さ
お
り
へ
横
内
)
、

奈
川
一
マ
入
選
清
水
真
理
(
相
官
が
丘
〉
、
一
桜
井
夜
人
(
富
土
目
ん
て
岳
山
仁
子

ぺ
一
森
住
京
子
(
八
幡
)
、
福
井
裕
子
(
松
一
(
真
t
マ
一
)
、
伊
藤
奈
々
(
八
幡
)
、
添

釈
笠

2
、
久
保
出
雲
泥
水
)
、
竺
霊
紀
(
八
幡
)

摺
二
一
回
紗
織
(
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移動図書館の 8月日程

海宝寺 4臼

※豊田公民童富 4日

※日ヨ村ちびっこ広場 5百 四日

城島公民館 6日 208 

※岡崎小学校 6日即日

※金百公民館 7日 21日

土震小学校 11日 25臼

※吉沢公民書官 11日 25日

※松延小学校 12日 26臼

金田小学校 13日 27日

※みすぼ小学校 13日 27臼

※万回貝塚市営住宅 14臼 28臼

ふじみ野田地集会所 休止

動照量生時間 13時30分~14日与30分

※印は 15時~16時

勾 1璃ラそのときは中止

-期間 8月 1日(土) --16日(日)

・会場侵害賠玄関ホル

合体盤器 官民週月曜司、月末

会韮盟議措定 乎251境問町12~-41 電話31~0415
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官綾子総議教室

親子で陶器を作る。く申込制〉

・日程 7月19白、 8月 2臼・ 23日の10時~

12島守

・対委設 輯子 20組・材料鞭 1人1.000円

官事警年一スタッフ募集

8月に行う子怯盆踊り大会、 24時間テレピ

筒顕募壷のスタッフを募集する。

命日時 7 汚 23 日(木 19時~21時打ち合

口せ (対象青年若干名)

合事事 ls翠夏休み子供広場

わらじを作って歩いてみる。〈申込制〉

日時 7月26日(日) 10時~15時

対象小学 3年生(中学生 20人

'材米科費 200円

合子供重量霊語り大会

7月21日〈火)から 5月29日(工〕まで、 日時 8 8 [=1 (土)17時~20時30分

3階事考宝は指定席制 (73席、となる。定数 会場浅間縄地@参加自由

以上の入室はできないむで、ご了承を。な

お、社会人専用時ぞ別に設けるため、ご利用 官第2図夏休み子供広場

の際はお申し出を。 紙飛行機を作って飛はしてみる。〈申込制〉

この世に、 3階会議室は臨時学習室 (40 ・日時 8 月 9 日(即日時~12時
持)としご利用できる。・対象小学3年生~6年生知人

官 rt註界の格競技j主宰主主幾三託金 { ・持害する物 はさみ、のり、定規
l 合体韓日 毎週月曜日

夏休み特別展示会として、世界各国の格闘 合膏少年金盤
投を写真で紹介する。 千2阿部羽町12 抗電話32--7029

(火) ~8 月 30臼〈巴)

'黛出室、書考室

火~金曜ヨ 9持~ヱ7時50分
土、日曜日 9 時~16時50分

こども室

火へ日躍 9 時~16時fin分

'会議室(学皆持としと開放)

がく v 日曜日 9 時~16時30分

古車重湖特別霊童「コ;;:;lj<J)j言鍔と霊霊安，J

大 LLI寺縁組、太山錦絵など大山信掃の歪史

に関する資料を紹介する。

・期間 7 月 21 日(火 ~8 月 30日(日)

・会場特別畏示窯

なお、 8月 9日(呂)午後2時から講堂に

おいて、成城大学助教授田中宣一氏の講揮が

行われる。

「七夕ものがたり I (一休さんl

官峡喜覇重量

。7月268 (呂) 10時、 14時 3階ホール
fネパーエンディングーストーリーJ

O8月16Fl (弓〉 工師寺、 14時 3階ホ jレ
「寝たきりにならないためにJ(混泉と健康j

官大;lj見学会

二夕、山門前町、大山寺などを見学する。

司日時 8月128 (;:k) 10時~ょ5持

a 講師大山寺壇徒総代内謁弁次氏

・定員 30人

e 申レ込み 7月31日までに往復はがきで

古体重量学著書作石本と譲むちj

i'E本取りの実習後、妬本紙そ護打ちする。

合目時 8月13日(日) 10時--13時

ー会場科学教室

・対象 …融成人 10人

・申し込み 8月 3日までに往擾はがきで

官草主体み滋話語研究機豆電話量

E歪史・考お・民協・生物 a地駕咽天文など

に関する資料やまとめ方について、指導や相

説に応じる。対象は小学生a

-期日 7月28臼(火)、 8月28日(金)

10時~15時

ー会場科学教室

官主当然科学入門鱗蕊 fアソ観畿J

2交の回りで簡単にできるアリの観察方法を i 合こども狭言語大会

紹介する。

・日程 7月四日(ホ) ~30日〔木 ö7 汚 19日(弓 10時、時 3踏ホール

…山山山山川山… ……山川川山川……川い…川川

e会場 博物館とその周辺

対最小学 4年生以上 20人

申し込み 7月20日までに往握はがきで

す議然科学入門務E藍 f3ξ

フに踊や，9を還して、天文のさ牽離そ学ぶo
b 日程 8月 4日(火)時--22B季、 ら毘

(本) 8 時~17時

会場科学教室、屋上

対象中学生 10人

申し込み 7月23日までに在主要はがきで

官還を主主る会

• 7月30自(大) 月と土濯を見ょう

8月 6Elけに) 月とと星を見ょう

月初日(木)と反白星たち ! 

持問はい 3 れも 18時~20問、記学教宝に i
お集まり老若。宰加日間 1 

古 プラネタリウム「銀汚霊j

夏の星座の探し万と、天の川を船で践するロ

夏休みの投影日 本二本は14問、 とは14時 ζ

時30分、おは日時と14砕から

ずγ体韓民 毎週月曜己、月末

合博物雄容 干2秘境問町12--41 電話
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ちゃ
合平嘩「有御殿3-26-17 日之出

重工業にお勤めの香川実ぢんの長

女。身重66cm、体重 7kg、61年 11

月四日生まオ。 8か月包

たぬきのぬいぐるみとテレピコ

マーシャルの大野ぎな盟塁砂ちゃ

ん、福島出身のパパに組て色由。

ケーキのような甘いものが好きで

離乳貴もよく貴べる。韓日、親水

公函に散さ炉に行くのが日課で「誰

からも好かれる人になってほし

い」とママ。

く募集〉 く応轟〉官製はがきに住所・父母田氏名・蔀ちゃん白

名まえと生年月日 a親白年齢・電話番号・父親の職業

を書いてお出レください。対象は l年未満の串ちゃんです。応募された

はがきは、毎月即日 (20日消印まで)に締め明り、翌月の広報紙に掲載

します。掲載した事ちゃんには、記念写真と掲載広報紙10部を差しあげ

ます。<今月白応轟者は29人でし丈乙〉

調あて先 T2制浅間町9番 3号半壊市広報課赤ちゃん募集部。

の初妊婦と夫

韓日時 7月25日 午前 9時四分~

日時30分

醐場所探髄センター

閣内容映画「母と子のきずな」、実

習「赤ちゃんのお風呂の入れ方」

翻申し込み電話で探鵠センター

(34-031l)へ

E転下薬剤散布の沼程
[拍車地疾患治合]

7月23日 者松町、馬入本町

7丹羽田八千代町、夫沼

7月25日撞木町、中紫、調賀新田

{揖が丘地箆畠端企]

7月27呂、 28日東中原

7月28日新町

{中顕地点互町内金{自治合)J

7月3C日 上宿東

7月31日 上摺南、上宿住宅、子

の神住宅

8月 1日 と謂ゴヒ

8月 3臼 下措芳之下宿南、下宿

住宅

8月 4日 ード名古閥、下宿北

8月 5日 cf宿東中宿西、新川
端

8月 6日御駐車榔融北

8月 7日間融商、御融西

8月 8日裏宿車、護福西

8月 10日裏宿南、車宿北

{南覇地区間内金]

8丹江田 土手新町、上町、向原

町

8月13日横宿、東町、轍泊町

[富士見地区町内金(自端金)]

8F1羽田榔町

8月15日西仲町

8 3日、 10日

観佳期(妊挺8か月以降の方)

ー 8月17司、 24日

盟時間午後 1 時30分 ~4 時

繍金場協髄センタ (34-0311) 

錨申し込み 当日直接会場へ

輯母子憧鹿手様、筆記用具、スラッ

クス(3日と 176)、さらし、重安A進道

具 (10臼)を持参

(，閣 ~IJ議時重]

覇対象満 3か月以上4議未満の乳

fjJ児

覇接樟方法 開業壁、病院で損種で

きるα 主治医とご相談を。

盤料金無料

購梶韓証、母子韓鹿手帳を持書

{韓関接撞〕

輯第 l期対象は 2歳以上4歳未満

の幼児。 3週間から 8週間の開踊

で 3囲畳ける。

調第 2期第 l期む 3回呂町接韓日

から 1年以上 1年 6か月以内に 1

田空ける。

輔自時 7月24日午後 l時30分~

3時
聴会場保健センター

新しくお父さん、お母さんになる

方を対象児、両親教室を開く。ご

夫婦おそろいで、ぜひご害加を。

韓対象 市内在住町妊掘8か月以降

;r:. せ
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重量擦りを重量瀦Lつらしく

凝ってくれる万を主主む

(どなたでも自由に参加できる〕

とき 8月16a (臼〉
午後6時から

必

ところ
主催青年フェスティパル笑行委員会

事務担当青少年課

ぎ 7月21B(火)
午藷寄の藷sIO時-11時30分

午後の部1時30分-3時

ところ 中央公民舘ホール
く〉演題 ①お母さん大好吉 ②影絵教室③蕗の下

の神様

。縦割影絵劇団かしの樹

O封象小学生とその親

o入場希望者入場者にまだ余裕があるので、希
望者は、直接中史公民館においでください。入場

整理券を渡します。

中央公民館電話 34 

消費生活モニター30人による 5月の平均価格

2 1 1 1 
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し
て
い
る
。

マ
勤
務
場
所
地
・
最
善
公
民
舘

甲
子
当
月
額
二
万
六
千
百
円

第 432器

休
日
や
年
末
年

始
に
、
家
族
が
急

病
に
な
っ
て
因
っ
た
経
験
を
多

く
の
方
々
が
お
持
ち
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

市
で
は
、
そ
の
よ
う
で
な
と
き

に
症
状
に
あ
っ
た
応
急
的
な
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
昭
和
五

十
五
年
四
月
に
氏
説
会
、
歯
科

援
総
会
、
薬
剤
耐
刷
会
の
運
営
に

よ
る
休
臼
急
線
診
療
所
を
開
設

レ
ま
し
た
。
環
在
、
一
日
平
均

百
二
十
人
の
方
々
が
診
療
を
受

け
て
い
ま
す
。

門

v
管
理
人
室
木
造
平
家
建
て
(
専

用
居
室
、
台
所
、
民
呂
場
)

マ
入
居
予
定
組
公
民
鯖
8
月
上

旬
、
崇
普
公
民
抽
出
9
月
上
司

ヤ
応
募
資
措
市
内
に
住
む
満
田
最

以
下
の
瞳
車
な
掃
人
で
、
配
稿
者
と

住
み
込
み
可
能
な
方

応
募
さ
れ
る
方
は
、
7
月
担
日

(
金
)
ま
で
に
、
市
販
の
腫
震
書

(
写
事
訴
付
)
を
社
会
教
青
課
社
会

教
育
係
(
内
韓
五
二
回
)
へ
。

県
立
轟
野
高
等
職
業
界
情
枝
(
電

話
回

O
八
七
O
)
で
は
、
無
桝
講

習
会
を
開
く
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
謡
で
申
し
込
み
を
。

{
自
動
車
保
持
山
整
備
講
習
}

中
日
程
8
月
日
目
、
日
目
日

・
時
間
午
前
9
時
5
午
桂
4
時

7
定
ロ
一
貝
山
人

〔
技
能
横
定
実
技
斐
情
講
習
}

守
日
穏
8
月
目
、
缶
、
話
、
引
、

路
、
出
日
、
9
月
1
、
2
臼

時
間
午
後
6
時
1
9
時

マ
定
員
四
人

{シ
i
ケ
ン
ス
制
栂
講
習
〕

マ
日
程
8
月
目
白
、
9
月
1
、
2
、

3
、
4
、
7
、
8
、
9
E

-
時
時
間
午
後
6
時
3
9
時

守
定
員
加
入

ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ
と
日
本
救
急
員
連

山
利
用
さ
れ
る
と
き
は
、
直
接

来
所
さ
れ
る
か
、
議
請
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
占
い
。

・
場
所
平
塚
市
中
間
忠
弘

l
げ

盟
で
は
、
8
月
四
日
(
土
)
か
ら
お

日
一
日
)
ま
で
実
施
す
る
身
体
障
害

者
安
達
太
良
山
田
富
山
白
身
賄
事
加
考

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
。

マ
身
障
《
P
加
者
却
人
咽
会
費
無
料

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
百
人
・
会
費
二

万
一
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
総
務
課
更

生
福
祉
孫
(
内
輯
…
コ
一
二
)
へ
。

〔
視
覚
障
審
者
誘
導
介
助
議
皆
吉
〕

マ
日
時
7
月
白
日
(
水
)
の
午
前

9
時
担
分
1
午
後
3
時

マ
対
象
高
校
生
以
上

マ
申
込
期
限
7
月
山
日
(
火
)

{
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ク
ー
ル
〕

マ
日
程
7
月
白
日
(
金
)
、
8
月

3
日
(
月
)
a
5
日
(
水
)
・
7
日

(
金
)
の
午
樟
l
時
却
分
1
4
時
却

込
J
ぷフマ
対
車
一
般
叫
人
(
先
着
瀬
)

マ
申
込
期
限
7
月
目
的
日
(
金
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
平
塚
市

社
会
揺
祉
協
議
会
(
篭
話
回
j
二
二
一

一
ニ
三
)
へ
。

明
日
へ
の
家
庭
を
考
一
一
ヌ
吾
現
代
家

庭
講
座
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時
7
月
日
日
(
土
)
の
午
後

2
時
1

4
時

守
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
講
師

N
H
K
般
送
文
化
調
査
研

主義浅のときは電話を

@
電
話

M
i
O一一一一一自一一一

⑨
診
療
日
日
曜
日
、
抗
民
、

年
末
年
始
(
ロ
月
刊
日
目
1
1
月

3
R
)
 

9

診

療

科

呂

内

科

、

小

児

科
、
外
科
、
謁
科
(
昼
間
の

み
)・
受
付
時
間
昼
一
隠
は
午
前
9

究
所
村
松
泰
子
さ
ん

申
し
込
み
は
、
当
セ
ン
タ
ー
福
祉

部
(
電
認
。
関
空
ハ
!
訂
i
一一一一

二
へ
。
定
員
百
人

県
立
藤
沢
高
等
職
業
技
捕
枝
(
藤

沢
市
川
名
目
1
2
・
電
話
O
四
六
六

回
二
四
一
一
五
)
で
は
、
次
の
講

智
会
の
受
講
生
を
募
集
す
る
。

{
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門
コ
i
ス
}

7
E担

8
汚
3
日
(
丹
)
1
7
日

(
金
)
の
午
前
8
時
出
分
3
日
時

マ
定
員
却
人

マ
申
込
日
時
7
月
白
日
(
水
)
の

午
前
9
時
1
9
時
却
八
万
(
印
鑑
持
書
)

{
一
ア
イ
ス
プ
レ
イ
の
せ
方
〕

マ
日
程
8
月
5
B
(
水
)
1
7
日

(
金
)
の
午
前
8
時
間
分

t午
後
4

時
(
た
だ
し
、
8
R
5
日
怯
半
日
)

マ
定
員
油
人

マ
申
込
日
時
7
月
初
日
(
月
)
の

午
前
9
時
3
9
時
却
分
(
印
鑑
持
番
)

一
ヱ
装
品
地
裁
議
康
が

布
、
庄
、
パ
ン
土
な
ど
で
製
作
す

る
工
芸
盆
栽
講
亜
の
受
誘
生
を
募
集

す
る
。
マ
目
標
8
月
5
日
jtiJU
月
国
日
の

毎
月
第
1
B
3
水
曜
日

・
時
間
午
前
9
時
間
分
自
日
時
却

与
J
A
Y
 

V
会
場
福
祉
会
臨

マ
受
講
資
格
的
語
以
と
の
方

時
日
叫
分
1
口
同
町
部
分
a
午
後
1

時
お
分
1
4
持
お
分
、
市
法
跨
は

午
後
7
持
く

jm時
お
分

初
診

料
な
ど
の
一

い
が
あ
り
ま
す
の
マ
¥
現
金
も

忘
れ
ず
に
持
委
し
て
く
だ
さ

い

。

〈

嶋

崎

康

謀

〉

マ
定
員
加
入
(
抽
選
)

申
し
込
み
は
、
7
月
回
日
(
土
)

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
謡
番
号
を
記
入
の
う
え
、

一T
制
平
塚
市
追
分
1
!
日
平
揮
市

福
祉
会
臨
趣
味
の
講
鹿
僚
へ
。

初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
手
話
通

訳
者
を
盤
成
す
る
た
め
の
子
話
講
習

会
が
開
か
れ
る
。

中
日
韓
8
月
4
B
1
訂
臼
ま
で
の

笹
火
・
木
曜
日
(
会
8
回
)

・
時
間
午
前
四
時
5
日
時

守
会
場
描
祉
会
龍
第
3
会
議
案

V
申
し
込
み
先
福
祉
総
務
課
更
生

福
祉
部
(
内
融
二
一
一
一
)

市
内
在
住
の
小
学
5
1
6
年
生
を

対
量
と
し
た
、
日
蒜
ジ
ュ
ニ
ア
救
急

法
講
明
開
会
が
開
か
れ
る
。

門

v
日
時
8
月
6
8
(
木
)
の
午
後

1
時
却
分
1
4
時
却
分

マ
会
場
整
宵
会
館
大
会
議
室

マ
受
講
料
無
料

マ
定
員
先
着
目
人

マ
申
し
込
み
先
福
祉
総
務
諜
庶
務

保
(
内
綿
一
一
一
七
)

昭
和
由
年
度
後
期
職
業
技
術
生
を

募
集
し
て
い
る
。

マ
コ
ー
ス
ア
パ
レ
ル
技
摘
系
臨
飾

技
怖
加
入

マ
募
集
期
醍
8
月
出
日
(
月
)

マ
入
校
選
考
9
月
7
5
(
月
)
学

科、

8
日
(
火
)
面
接

詳
し
く
は
、
県
立
藤
沢
高
等
職
業

技
術
枝
(
電
話
。
四
六
六
回
1
一

回
二
五
〉
へ
。

紙
芝
媛
コ
ン
ク

i
ル

マ
テ
ー
マ
自
由
(
話
、
絵
と
も
に

自
分
で
考
え
た
創
押
の
も
の
)

マ
応
募
資
格
小
学
生
以
上

マ
応
基
点
数
1
人
ま
た
は
l
グ
ル

ー
プ
2
長
以
内

マ
作
品
の
規
格
③
大
き
さ
は
国
×

諸
問

ν
M桂
皮
②
枚
数
は
自
由
③

る
ら
ず
じ
は
四
百
字
程
度

応
募
は
、
9
月
計
百
(
日
)
ま
で

に、一
γ
捌
横
民
市
西
区
紅
葉
ケ
丘
9

1
2
県
立
図
書
賠
視
聴
覚
部
(
電

話
。
四
五
二
四
一
一
二
二
一
一
一
)

へ。
あ

た

た

か

(
敬
語
略
)

中
社
会
福
祉
義
金
へ
・
小
清
水
ツ

ヤ
子
一
二
千
円
、
日
入
金
一
千
円
、

特
産
酒
浩
一
千
七
百
五
十
二
門
、

平
塚
鉄
友
会
嶋
樟
晴
年
二
十
五

万
円
、
育
問
定
泊
二
千
四
百
三
十

円
、
高
本
医
院
三
千
五
百
八
十
六

円
、
神
奈
川
生
活
協
問
組
合
・
公
民

鯖
ま
つ
り
寄
付
金
五
千
円
、
木
国

産
夫
四
百
四
十
二
円
、
(
有
)
つ

く
し
看
議
婦
家
政
掃
紹
介
所
一
万

円
、
日
本
シ
!
カ
(
株
)
一
万
一
千

六
丙
三
十
七
円
、
加
藤
綱
貴
子
二

千
三
百
五
十
一
二
円
、
大
谷
友
子
五

千
円
、
川
内
催
三
千
向
、
ニ
斗
!

ク
リ
ス
タ
ル
ダ
ン
ス
愛
貯
金
一
万

百
六
十
一
二
円
、
中
村
告
五
郎
一
千

円
、
フ
ァ
イ
ブ
ス
ス
プ
リ
ン
グ
ダ
ン

ス
パ
!
テ
ィ
l
実
行
委
員
会
一
万

六
千
六
百
六
十
円
、
つ
も
る
会
落

合
五
千
円
、
中
丸
孝
治
一
二
千
六

百
六
十
円
、
(
株
)
お
も
と
や
米

政
利
遇
一
万
五
千
四
百
三
?
円
、

川
嶋
昭
一
一
万
円

マ
社
合
福
祉
へ
号
機
崎
輝
夫
四

千
円
マ
恵
ま
れ
立
い
児
へ
司
磯
崎
勉

二
千
円

マ
交
通
遺
児
へ
。
向
車
栄
一

口
J

県動物保護センタ--Cl-;i，捨て犬、捨てね
とによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今回も次の日程で

いらなくなった犬、ねこの巡自収容を行う。

当日、犬そ出される方はi印鑑Jr犬の鑑札j
「費犬手帳 I を持安のうえ会場へ

なお、収容車の停留時間は10分

間。また、ねこは麻袋かダンボール捕に入れ

ていただきたい。

8FllS (こた) 8 8箆 {ニ乞)
9 00 神田公民館 9 : 00 松原公民館

9 : 25 六野公民鯖 9 20 調賀公民館

9 50 曽田公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 城島公民館 10.00 富土兇公民館

10 30 金田公民鵠 10 : 30 中原公民館

10 50 岡崎神社前 10 城公民館

日 10 金自公民館!日 15 吉沢公民舘

。時穏(7月J 25BI0~12時大野公民館、 13

~r5時 スーノてースズキヤ横内f苫/29 日 10~15時

紅主宰パールロード/30B10~15時 富士スーパ一

徳延応 ( 8月1 3 臼1O~12時駅南口/8 臼 10
~15時 ダイクマ平塚r;s(平塚中郡薬剤師会)/
10日10---15時駅北ロイ12日10'-""12時駅南口/

13日 10---~15時合同庁舎/14BI0~15時市役所

。ご協力ありがとうございました(6月)

境誤ゴム232本、平場江南高校106本、殿内工業

92本、東帯大字体育会493本、駅南口27本、横浜

ヱィロクイッブ77本、ダイクマ平理窟(平理なで

しこライオンズクラブ) 105本、金図地区13本、

組地区25本、紅谷パールロード69本 計 1239本

当リ

っ
て
る
か
ら
ね
。
か
ら
だ
に
は
、
葉
を
送
り
ま
し
た
。

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
、
は
や
そ
れ
か
ら
、
二
年
た
ち
ま
し
た
。
る
お
母
さ
ん
に
、

く
か
え
っ
て
き
て
お
く
れ
よ
」
底
の
主
人
は
、
こ
の
、
ま
じ
め
で
ら
せ
る
の
は
、
申

と
、
む
す
こ
を
送
り
だ
す
こ
と
に
よ
く
は
た
ら
く
、
親
お
も
い
の
わ
そ
う
だ
と
お
も
い
、

し

ま

し

た

。

か

も

の

が

た

い

へ

ん

気

に

い

り

ま

ち

も

、

月

に

一

一

回

、

一
わ
か
も
の
は
、
須
賀
湊
(
み
し
た
。
そ
こ
で
、
わ
か
も
の
を
自
窟
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
と
)
か
ら
、
高
瀬
舟
と
い
う
川
分
の
か
わ
り
に
、
だ
い
じ
r

尽
使
い
て
、

F長
}
に
は
、
そ
れ
に
ム

舟
で
絹
様
川
を
の
ぼ
っ
て
、
甲
斐
に
だ
し
、
そ
れ
を
ぷ
じ
に
す
ま
せ
そ
え
て
や
っ
た
の
で
、
わ
ム

の
閉
山
へ
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
で
も
ど
つ
で
き
た
ら
、
自
分
の
ひ
の
お
母
さ
ん
は
、
む
す
こ
h

た
。
わ
か
も
の
は
、
見
送
り
に
き
と
り
む
す
め
の
お
む
こ
さ
ん
に
し
だ
と
と
も
知
ら
す
、
か
え
山

た
お
母
さ
ん
に
い
い
ま
し
た
。
ょ
う
と
お
も
い
ま
し
た
。
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
お
つ
か
さ
ん
、
手
紙
を
書
く
よ
」
そ
の
だ
い
じ
な
使
い
と
い
う
の
が
て
木
が
か
れ
る
よ
う
円

す
る
と
、
お
母
さ
ん
が
い
い
ま
は
、
京
の
島
均
分
の
高
い
人
の
と
乙
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

し

た

。

ろ

へ

、

旧

制

の

反

物

を

履

け

る

こ

と

@

郷

土

誌

「

む

か

し

「
な
に
、
手
紙
は
警
か
な
く
て
も
で
し
た
。
そ
の
繕
の
反
物
は
、
う
も
の
が
た
り
」
よ
り
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